
  

 
オートポリス ゴールドカップ 第３戦 
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10月4日、第2戦に続いて2連戦が組まれているゴールドカップ第3戦。 

スターティンググリッドは、予選のファーストタイムが第2戦、そして、この第3戦はセカンド

タイム順になる。 

また、第2戦同様に18台のマシンがスターティンググリッドに並んだ。 

第2戦の勝者である岡本大地選手が第3戦もポールポジションからのスタートは変わらないもの

の、フロントロウには西村選手ではなく、宇高希選手が2番グリッドを確保した。 

そして3番グリッドに西村選手が入り、4番手には前戦と同じ吉元陵選手。 

5番手にKOUKI SAKU選手、6番手に遠征組の上吹越哲也選手が入り、こうして、第2戦とは若干の

オーダー変更が見られた。 

第2戦では時折晴れ間も見られたが、第3戦が始まる15時頃には雲に覆われ太陽が見えない状況

に。ただ雨は降らずドライコンディションでスタートとなった。 

 



≪第３戦 決勝レース≫ 

岡本選手はここでも難なくスタートを決めホールショットを奪う。 

一方、第2戦、スタートで後れをとった西村選手であったが今回はスタートを決め、岡本選手に

追従しようとした矢先、宇高選手が抜群なスタ

ートを決め、並んだまま1コーナーへ。 

イン側の宇高選手が有利な展開に持ち込み西村

選手をパス。宇高選手してやったり。 

抜かれた西村選手は、息つく暇もなく真後ろに

いた吉元選手にもオーバーテイクを許してしま

った。 

選手は違えども第2戦と同じ展開でレースは進行

していく。 

西村選手をパスした後、「第2戦と同じことを繰り返してなるものか」と吉元選手が西村選手を

必死に抑え込む。 

しかし「前半戦は戦えるんですが、後半に入るとタイヤが厳しくなってしまうんです。」と、

やはり後半でペースが落ち西村選手にこじ開けられて先行を許してしまう。 

さてトップを走る岡本選手はというと、6周目には第2戦を上回る1分59秒994のファステストラ

ップを更新した。 

「例えどんなに後続を離した状況であって

も、一切手を抜くことはありません。最後

まで全力で走ります。」と後に強く語って

くれた岡本選手。 

2位との差を14秒と、前回よりもさらに1秒

引き離し強さを見せつけチェッカーを受け

連覇達成。 

吉元選手を抜き、やっと前が空いた西村選

手は、先を行く宇高選手に猛チャージをか

け、ファイナルラップを迎える頃にはテールトゥノーズの展開に。 

だが彼の猛攻もここまで。チェッカーを受け逆転とはならなかった。 

「レース全体的にタイヤマネージメントもうまくできたと思うし、あと一周あれば抜けたとは

思いますが、これも結果なので、でも悔しいです。」と西村選手は悔しさを滲ませた。 

一方、西村選手の猛攻を抑え切った宇高選手は、「本当に申し訳ないのですが、優勝に等しい

ほどの喜びを噛みしめています。最初の方で西村選手をパスした後、しっかりとブロックでき

たのが功を奏したと思います。」と、喜びのコメントをくれた。 

宇高選手のチームスタッフも「最後はハラハラドキドキの展開でしたが、勝てて本当に良かっ

た。」と宇高選手の健闘に賞賛を送っていた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 


